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ビレニアン•マウンテン 
ドッグ（フランス）ビレ 
ネー山地で生れノ白い 
と！!名をとる • 



秋田犬〈日本)獣 KL 大•墨犬-案 
2犬としてアメリカで大人気. 
a 本食た•けで《ないようである • 




〔立川に名犬•珍犬大集合〕 



♦イヌが スキデスキデたまらな 
い/*というヒトは、至の教ほど 
いらつ t やるようである。なかで 
も良犬を求めるために、嗅覚なら 
ぬ情轘覚を張りめぐらせ' お目当 
てのイヌが見付かった時の«びよ 
うといつたら大変な有橡= 

ここ高島屋立川店で行なわれた 
「世界の犬展」も、そんなイヌ好き 
の面々であふれた。 
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围«綠裁石田饉助を指して、「あ 
んな年寄りに何ができるものか 
/ J と芑〇たとたん，常世 mJK 
fi は机をドンと叩いて立ち上が 
り、「围鈇一家の親父の悪 U を t 一 C 
ぅとは何事か/」と一喝し，表明 
文を突<>返した t いぅ•常 Itf : 田 
駅長もまた • A 分の信念に忠実 
に•決 I て妥協する事なく鉄路 
を死守して來た、心熱き W 鉄7 
ンの•人であった。 


京世田氏が立 /1] 駅 fe として it 
I 仟した昭和 e 十 •• 一 ^- は、 laa の各 
職場における钿々とした諸 ||1 |遝 
. は视塲技と IH 合の分会•技とが活 
- I 合 -0 て解決しよラ t する #% 
• 場成谋制，が採 W された年で * 
| つた。围鉄の ^.•r$: 性 M 勋の眸貽 
! 指 }¥ を I て来た OB の大妤光基 



氏は，その »#「 w » を^つた 
竹1»たち J の中で、昭和四十 
三年ヒ月には•以後、十数年に 
ゎたって固 ft の職場荒*の; C 凶 
となる「税1*協»制」が始まつ 
た^*—と紀している。 

常 BtIHKii が肴仟 tIHI 時に A っ 
先に取り姐まなければならなか 


Jf — ,. 1 • Jr 11 • ,0 I I < ■ ^ ^ f • . 1 — ( n,;if • - f 

ったのは、立川駅構内のャードで 
脚く聪 W-J 安 ^ 栉を *- 用させる ' -P 

… ■ . 

る職一只六卜七名に安全相を«用す 
る * 務が漾せられていたが、拒否 
していた。この年の八！： • 抨岛駅 
W 内で人後； ^ 中の WH が梭触书 
故を起こ I たが，幸いにも安全相 
を * W していた為、安全 
梅そのものは典つ二つに 
なったものの、姪い怪我 
で済むといラ事があった。 
常世田駅長は竿速、この 
與つ二つになつ / • 安令 ffl 
を fs りて米ると * 川駅 * 
内に一週間 @ 示し、安全 
桕 # 用の必荽性を說いた。 
これを梭に三十名が安令梅を # 用、 
以後も地道な ail 得を統け，職 ft 全 
& が « 币するに至つた。 

常 It 田駅長の II 鉄を愛する心は 
こんなェビソ I ド<:も表われてい 
る。全屮労が间鈇速货値上げ反対の 
陳倌に立川釈を訪れた時の事であ 
る " 今 ii 委01 :Ji の . t 并氏が、時の 
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フデ n エツ. U — 人§人で 
作っ皂|体|組の|体でして、 
実は S ちんと教えていただいて 
作つ！ y 初めての作 
084$んです。友人 

g と自己流で 
作っ w 人形 ▲ 

の f をぜ 
ひ、と、と 

R ) びこんだのガ"サロン K 
フぺ，西洋人形教室。そ 
こでとてもわかりやす< 



紐 


教えていだだきましてね。§ 
バイ KZV ノを習つてますので、 
それをイメ |ジして作つ！ y んで 
す。先生の1出来ばぇ 
ではな<心のこ=6つて 
いることか大切』とい 
ラ B 葉に励まされまし 
て。娘かモ Tiu なので 
特 CJ 愛！ WT：? あつて、 C 

の人形' 家の中の一番いい■所 
を占めています」と朗らかに笑 
*0 作者の野□乃 K ルさんである。 


朗 W なか 
7 斥 人の热试 

1-追え/若者 





&を I めくくる.. r 旅^まつり•が O 0 U 27 •胡 
n の M =1 r われ’似例の：^ぶ流し踊〇や神興 

バレ | ドを始め、北 |].«||, 俅々1:趣向をこ 

ら I た他しで街は熟 H に .0 いた -;£1 涵りに 

は約ズ i 人が餐加 •;& 衣姿も悴 I: キマって ® 

の*を準やかに彩り，また.神利バレ—ドには 

诹彷神 It 氏子齐町会が sts のみこしを操り出 

L てセィヤセィヤのかけ声めましく •半てん 

もしばるような it<: ぬ n ながら成%よく練 

り歩いた ® ： £; 12の人出はヒ . ゎ入を越ぇ、みこ 

L のかつぎヂも增ぇてぃる谇、年々进りヒが 

りをみせているの-^うれ L い^である。 


柴崎町目在住の根 4 )?*M 治さ 
ん < 68 *) 中 La ょゎ招聘され 
U るばる K 饀技術の指導にあたる 
ことになり、九月ヒ： 1 :、元気に北 
京へ向けて出発した。 

根毕さんは昭和十年、十五*の 
時に立 nl へ和 * f の修業のため山 
« 県から上十五年、立川が市 
制をひく年に出兵して屮国へ « る。 
「柊戦後 ’I: 十1 գ- に帰<>て來たの 
です。この問に埤地で覚ぇた中国 
語が’この平和な時に役立つてく 
れょラとは」 
と朗をほころ 
ばせた。年季 

のはいつたァ 
ンコ抆術が日 
中友好に役立 
た/ t ことを！ 


沖®へ技術指導 



①とび雕れた所にある田んぼ ② « 
経済的1 : 困って m 畑を手離すこ 一 
と®強ぃ蜓で畑の土がたくさん 一 

とんでいくさま 

〔九月舞の答〕❷ 

IH 喹悚胳の ^ 峋用水が降味移 _ 

紅後 I そのまま残〇たものです 。 i 


真如苑だより 

食べ物何でも美味な frn " 馬 
肥ゆる秋とも中 L ますが、食 
欲增進と共に辟体を勒かすの 
も大切。 

中でも早足で歩くとい-フのは 
大女身体にいいとか " 

欣歩がてら今月もどうぞ。 

■ 日時 ioc: 22 H(i) 

午後2時 — 4時 
■ 拓本 tt'A 如 t 物館をはじ 
めと L て映画など盛りだくさ 
んの用 £ がしてございます。 

■立川市民 < 成人)に限らせ 
て ® きます * 

■お申し込み 
は「えくてび 

あん•コンバ 
ニォン」(本誌 
を手洩 してく 
れた人 ) へ。 

HU が S 

籲今 ¥ も涵例のごとく、诹訪まつ 
りの眼やかさについつい足が向い 
て I まいま I た。ただ昨年とは違 
い ' 足の進みぐあいがとても鈍い 
のであります。熱気*る人たちが 
增えたのでしようか U 南 rs 連の - ft 田 
さんに W くところによる一 ,/? 
人近い増とのこと、実 f-f 委 n 会の 
皆さまお疲れさまで I た。来年の 
お祭り，今から楽 L みであります # 
来しみ t いえばヶスポ — ツ % ベ r 年 
の rl : き立川入の而々は、突に令 • 国、 
世界に名を森かせました。 k 部に 
ある期をどこかでお兄かけの方は、 
I 卢かけてやつてください •"人 
も歩けば犬に当る▲ほど街に犬が 
あふれていますが I たま1:はこん 
な奕つた It 界の大はいかがで I よ 
うか。人も犬も脚性が均かのようで 
•內嘥 に蜻蚱過るえくてびあん 

(繼農)石 11 敷§ 1 十川袖手轉 3 濟子 Mmlf 
0 中 9 子活上碡 X ネ只正弘* ffltlt 子 
{ S - A } 天 IfR 興板«|酮食由！！治 
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9立川クイズ ■ 

■ 今は あまり W 1 かれ i せんが， 

立川 < 特に砂川》の方苕も味わい 

中々であります ◊ ところで次の S 

葉、どんな意味だと思ぃます？ 

_ 「すつとび田地 J 
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,n»o 1 ^ 4 - 44 . 3 »l/i 
& hll 1 fly • 
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北と南と . 交互に rr なわれて 
き / • 総合防災訓練も、15回目 
を迎えた。 4 ( 0 人もの * E が，会 
場である第小学校に珉い消 



市民の * 澈向上などをテ—マ 
に行なわれ，〇件消 W 隊など17 
3侔の « 極的な#加によって 
防災への認森が ^ まつたよう ； LT 


空 ffl に I 字挿入を試みよ 

奇天外 
清風明 





若葉町の W 木さ 
んに兒初められての若葉 
町陸丄部人り ** ちょぅど小学6年の時。 
走ることに興味を持ち九中陸 h 部へと進 
み，2年3年の時1:は都の指定強化 
送手1 : 選ばれた " 先日描 ftw で 
なわれた、全日本眸上妓 
枝 * 手権100バにて、 

11 秒 09 をマ--クし全 
国5位 <: なる * 
® 


小学 

の時ょり砂 /llFC 
で初めたサツカ—❼連 R の朝卜 
レ•午後トレが練くなか • 6年 
生の12!3:、深夜までの練習が実 
り is 売クラブ入世界少年サ 
ツカー日本代« 16 名の一人に遘 
ばれ*削キヤプテンとしてチーム 
のムード作りの役に抜描持ち 
前の呷るさと負けん 51 で大役を 
兇事果し、 tit 界少年サツカ—の 
チヤンピオンになつた。 



⑧ 

本格的にボ 
丨ルを报 
始めたのが小学 一 
。年の時。4年問の練 
S を « んだのち、立川リトルシ 
-I アチームに人る。初めて le つた 
硬球の感触は、なんともいえぬ51 
分であった。キャッチヤーの経 
铋あるビッチヤーだけ<:•絶妙 
な組み立てと5\の強さから 


幼稚|«の時に 
荇葉町で行なわれた， 

IN 撲大会での優勝がキッヵヶで、本 m 的 <: 
始めること t なつた。過 2 IP 1 の練成館での 
敗 4 n は 、* L く W し： ^ そして " 小学 4 年 
になつた今年，「わんばく相撲令国大会」に 
出ラ Lec を n の荊に恐くなつてしま <> た。 

L か — , K 川メ 
投げる^^^ 股を踏め.の uccwr 
ィ ンの K ト 4 中 の部、堂 々 の 
卜はなかな i 。 貪^^^^^ 国4 

ルシニア代表 < 20名 > として、 アメリカ ^^^ 
f 說も，5勝1收ノミ，1 |» 2七 — ブの活 W 。 























































④ 


あ一とさ乃 / 


s -楽が好きで、 とにかく 音楽がやりたくて、 
環塊 •固网 の 反対、 様々 な* M を 熱 « と工夫 
で クリア—,この 世界に とびこんだ 人たち。 

10 «は演奂家の方たちです。 


1④苺年ーヶ月位ウィーンへ行き、留学時代 
の恩師のもとでみつちり歟今 T でに20年 
のつ多あい•(幸町) 




























